
　
工
業
炉
は
金
属
工
業
や
一
般
機
械
工
業
な
ど
熱
を
利
用
す
る
産
業
で
幅
広
く
導
入
さ
れ
て
お
り
、
モ
ノ
づ
く

り
の
発
展
を
支
え
て
い
る
。
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
向
け
て
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
分
野
に
お
い
て
主
な
温
室
効
果

ガ
ス

Ｇ
Ｈ
Ｇ

で
あ
る
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

削
減
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
の
必
要
性
が
高
ま
る

中
、
政
府
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
の
排
出
削
減
に
関
す
る
対
策
の
一
つ
に
、
高
性
能
工
業
炉
の
導
入
促
進
や
、
工
業
炉
の
更

新
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
経
済
産
業
省
は
工
業
炉
の
燃
料
を
、
石
油
や
石
炭
に
比
べ
て
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が

少
な
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
上
で
も
重
要
視
さ
れ
て
い
る
天
然
ガ
ス
に
替
え
る
た
め
の
具
体
的
な
検
討
を
始

め
て
い
る
。
工
業
炉
の
安
全
性
な
ど
に
関
し
て
は
、
国
際
標
準
化
機
構

Ｉ
Ｓ
Ｏ

に
お
い
て
国
際
規
格
の
検

討
が
続
い
て
い
る
。 製
造
工
程
の
省
エ
ネ
化
に
対
応

工
業
炉
の
更
新
で
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト

天
然
ガ
ス
シ
フ
ト
で
作
業
グ
ル
ー
プ
設
置

工業炉と関連機器支える
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▲ロ
ー
ラ
ー
ハ
ー
ス

型
高
性
能
連
続
焼

鈍
炉
の
炉
入
り
口

側

杉
田
製
線
提

供

　
工
業
炉
は
材
料
や
部
品
な

ど
を
所
定
の
温
度
で
加
熱
、

焼
結
、
溶
解
、
熱
処
理
す
る

た
め
の
装
置
で
、
燃
焼
炉
や

抵
抗
炉
、
加
熱
装
置
、
ア
ー

ク
炉
な
ど
の
機
種
が
あ
る
。

モ
ノ
づ
く
り
の
工
程
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
装
置
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
産
業
の
発

展
や
、
技
術
の
進
歩
を
支
え

て
い
る
。

　
工
業
炉
は
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
へ
の
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
工
業
炉
は
石

油
系
液
体
燃
料
や
ガ
ス
、
電

気
、
石
炭
、
コ
ー
ク
ス
な
ど

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
多
量
に
消

費
す
る
。
工
業
炉
を
用
い
る

鉄
鋼
、
非
鉄
金
属
、
ガ
ラ
ス

製
造
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
大

量
消
費
型
産
業
で
は
、
企
業

の
環
境
意
識
の
高
ま
り
か

ら
、
製
造
工
程
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
を
進
め
て
い
る
。

　
２
０
０
８
年
３
月
末
に
改

定
さ
れ
た
京
都
議
定
書
目
標

達
成
計
画
に
基
づ
く
Ｇ
Ｈ
Ｇ

の
排
出
削
減
対
策
・
施
策
の

う
ち
、
産
業
部
門

製
造
事

業
者
等

の
取
り
組
み
の
一

つ
に
、
旧
来
機
器
と
比
べ
て

大
幅
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
可

能
な
高
性
能
工
業
炉
の
導
入

促
進
が
あ
る
。

　
高
性
能
工
業
炉
は
通
常
、

蓄
熱
型
熱
交
換
器
を
内
蔵
し

た
２
台
の
バ
ー
ナ
ー
を
交
互

に
燃
焼
さ
せ
る
こ
と
で
排
ガ

ス
の
熱
を
回
収
し
、
炉
に
吹

き
込
む
空
気
を
高
温
に
予
熱

し
て
燃
料
を
燃
焼
さ
せ
る
の

が
特
徴
だ
。

　
素
材
メ
ー
カ
ー
や
鍛
造
品

メ
ー
カ
ー
な
ど
が
高
性
能
工

業
炉
を
導
入
し
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
の

削
減
を
実
現
し
て
い
る
。

　
杉
田
製
線
は
従
来
タ
イ
プ

の
連
続
熱
処
理
炉
を
高
性
能

工
業
炉
に
更
新
し
、

年
８

月
に
稼
働
さ
せ
た
。
品
質
の

向
上
や
Ｇ
Ｈ
Ｇ
の
排
出
削
減

に
つ
な
げ
て
い
る
。
更
新
し

た
の
は
、
ロ
ー
ラ
ー
ハ
ー
ス

型
高
性
能
連
続
焼
鈍
炉
で
、

同
社
主
力
製
品
で
あ
る
冷
間

圧
造
用
鋼
線
な
ど
を
熱
処
理

す
る
た
め
に
用
い
て
い
る
。

　
京
都
議
定
書
目
標
達
成
計

画
の
内
容
に
沿
っ
て
策
定
さ

れ
た
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度

国
内
排
出
削
減
量
認
証
制

度

に
基
づ
く
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出

削
減
事
業
の
中
に
、
「
工
場

に
お
け
る
工
業
炉
の
更
新
」

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
同
制
度
は
大
企
業
が
資
金

や
技
術
を
提
供
し
て
中
小
企

業
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
削
減
を
共
同
で

進
め
る
制
度
。
大
企
業
は
見

返
り
と
し
て
排
出
削
減
量

ク
レ
ジ
ッ
ト

を
取
得

し
、
業
界
ご
と
に
定
め
る
自

主
行
動
計
画
の
目
標
達
成
の

た
め
に
活
用
で
き
る
。
通
称

「
国
内
Ｃ
Ｄ
Ｍ
制
度
」
と
呼

ば
れ
る
。
政
府
の
国
内
排
出

量
取
引
の
試
行
実
施
に
併
せ

て

年

月
に
ス
タ
ー
ト
。

　
経
産
省
に
よ
る
と
、

年

月

日
現
在
、
工
業
炉
の

更
新
に
関
し
て
、排
出
削
減

事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
た
の

は
、
ガ
ラ
ス
製
造
工
場
や
鍛

造
工
場
で
燃
料
を
転
換
す
る

な
ど
し
た

件
。
さ
ら
に
審

査
機
関
に
よ
る
実
績
確
認
な

ど
を
経
て
認
証
さ
れ
た
国
内

ク
レ
ジ
ッ
ト
は
２
件
あ
る
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
基
本

的
な
方
向
性
を
示
す
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
の
最
新

版
が

年
６
月

日
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
。
こ
の
基
本
計

画
に
お
い
て
、
工
業
炉
の
燃

料
転
換
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
同
基
本
計
画
で
は
、
化
石

燃
料
で
あ
る
天
然
ガ
ス
に
関

し
て
、
化
石
燃
料
の
中
で
最

も
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
が
少
な

く
、
今
後
、
低
炭
素
社
会
の

早
期
実
現
に
向
け
て
重
要
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
と
指

摘
。
産
業
部
門
の
燃
料
転
換

な
ど
、
天
然
ガ
ス
シ
フ
ト
を

推
進
す
べ
き
だ
と
強
調
し
て

い
る
。
具
体
的
取
り
組
み
と

し
て
、
天
然
ガ
ス
工
業
炉
の

導
入
促
進
の
た
め
、
省
エ
ネ

法

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
合
理
化

に
関
す
る
法
律

に
よ
る
取

り
組
み
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
必
要
な
支
援
策
の
重
点

化
を
図
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
な
ど
を
踏

ま
え
て
、
経
産
省

・
資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
庁
は
、

年
７

月

日
に
「
低
炭

素
社
会
に
お
け
る

ガ
ス
事
業
の
あ
り

方
に
関
す
る
検
討

会
」
を
立
ち
上

げ
、
工
業
炉
の
燃

料
を
天
然
ガ
ス
に

変
え
る
た
め
の
具

体
策
な
ど
の
検
討

を
始
め
た
。
同
検

討
会
傘
下
に
「
ガ

ス
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
」
「
天
然
ガ
ス

の
燃
料
転
換
・
高
度
利
用
」

に
関
す
る
二
つ
の
作
業
グ
ル

ー
プ

Ｗ
Ｇ

を
そ
れ
ぞ
れ

月

日
、

月

日
に
設

置
す
る
な
ど
議
論
を
深
め
て

い
る
。

　
日
本
が
主
導
し
て
工
業
炉

の
国
際
規
格
づ
く
り
が
進
ん

で
い
る
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
は
こ
れ
ま

で
各
国
で
ば
ら
ば
ら
で
あ
っ

た
工
業
炉
関
連
の
規
格
を
ま

と
め
る
た
め
、
「
工
業
炉
及

び
関
連
設
備
」
の
技
術
専
門

委
員
会

Ｔ
Ｃ
２
４
４

を

年
５
月
に
新
設
し
た
。

　
こ
の
Ｔ
Ｃ
は
工
業
炉
に
お

け
る
最
先
端
の
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
安
全
技
術
を
開
発
し
て

い
る
日
本
か
ら
の
提
案
に
よ

っ
て
実
現
。
安
全
性
や
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
性
能
の

国
際
規
格
を
検
討
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

年

月
に
米
国
バ
ー
ジ

ニ
ア
州
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア

で
開
か
れ
た
同
Ｔ
Ｃ
第
２
回

全
体
会
議
で
は
、
Ｔ
Ｃ
傘
下

の
三
つ
の
Ｗ
Ｇ
で
検
討
さ
れ

て
い
た
規
格
案
が
審
議
さ
れ

た
。

　
「
工
業
炉
全
般
の
安
全
規

格
」
「
工
業
炉
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
バ
ラ
ン
ス
と
効
率
の
評
価

方
法
規
格
」
の
二
つ
の
Ｗ
Ｇ

の
案
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ

参
加
メ
ン
バ
ー
全
体
に
よ
る

賛
否
投
票
に
進
む
こ
と
が
決

議
さ
れ
た
。
残
る
「
工
業
炉

燃
焼
及
び
燃
料
ハ
ン
ド
リ
ン

グ
の
安
全
規
格
」
の
Ｗ
Ｇ
案

に
つ
い
て
は
審
議
を
継
続
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。


